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「
森
林
・
林
業
の
再
興
へ
」

代
表
理
事
組
合
長

小　
熊　
順　
一

　

日
頃
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
組
合
運
営
に

対
し
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
、任
期
満
了
に
伴
う
森
林
組
合
総
代
改
選
に
よ
り
、

総
勢
２
０
０
名
の
組
合
員
の
皆
様
か
ら
就
任
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
年
は
、
当
組
合
が
発
足
し
て
10
年
目
の
節
目
の
年
に
当

り
、
総
代
各
位
の
お
力
添
え
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
総

括
し
て
、
更
な
る
組
合
組
織
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た
与
党
税
制
改
正
大
綱
で
は
、

林
業
界
に
と
っ
て
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
森
林
環
境
税
（
仮

称
）」
及
び
「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）」
の
創
設
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮

に
向
け
た
森
林
整
備
の
実
施
や
林
業
従
事
者
の
育
成
に
要
す
る

地
方
財
源
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
放

置
森
林
の
増
加
に
よ
る
森
林
の
少
子
高
齢
化
が
問
題
視
さ
れ
て

お
り
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
獣
害
や
山
地
災
害
が
頻
発
す
る

要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化

が
も
た
ら
す
気
候
変
動
の
影
響
が
あ
り
ま
す
が
、
森
林
を
健
全

に
維
持
、
造
成
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
な
山
村
生
活
が
保

た
れ
て
き
た
事
実
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

木
材
需
要
の
動
向
で
は
、
国
の
電
力
固
定
価
格
買
取
制
度
に

よ
る
発
電
用
バ
イ
オ
マ
ス
木
材
の
需
要
が
全
国
で
激
増
し
て
お

り
、
県
産
材
の
価
格
相
場
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
新
た
な
国
策
が
、
森
林
・
林
業
の
再
興
に
繋
が
る
こ
と
を
切

に
願
う
と
と
も
に
、
林
業
の
プ
ロ
集
団
と
し
て
地
域
社
会
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
各
位
か

ら
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

講
師
の
指
導
を
熱
心
に
受
け
る
林
業
一
年
生

今
年
も「
緑
の
雇
用
研
修
」ス
タ
ー
ト
！

10月6日（土） チェンソーまつり開催！ ※本誌7ページをごらんください。
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〈平成29年度事業実績及び平成30年度事業計画〉　　　　（単位 ： 千円）
29年度計画 29年度実績 30年度計画 備　考

指 導 事 業 6,200 6,280 6,200 座談会・組合広報等
販 売 事 業 81,100 93,957 90,790 素材販売、購買
加 工 事 業 50,200 50,294 55,500 製材・小径木加工
森 林 整 備 事 業 347,500 352,821 353,210 間伐・請負・受託管理
総 収 益 485,000 503,352 505,700
事 業 総 利 益 115,000 120,647 117,000
事 業 管 理 費 109,000 112,257 111,000 施設及び管理経費等
事 業 外 損 益 1,000 144 2,300
経 常 利 益 7,000 8,534 8,300
特 別 損 益 △　1,500 93 △　300
法 人 税 等 450 450 2,500
当 期 剰 余 金 5,050 8,177 5,500

第
９
回
通
常
総
代
会
の
開
催

　

去
る
５
月
30
日
、
長
岡
市
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
９
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
の
出
席
者
は
本
人
出
席
92
名
、
書
面
議
決
書
提
出

数
79
名
で
し
た
。（
総
代
数
１
９
５
名
）

　

総
代
会
は
、
小
熊
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
長
岡

地
域
振
興
局　

山
口
農
林
振
興
部
長
様
、
出
雲
崎
町

小
林
町
長
様
、
長
岡
市　

安
達
農
林
水
産
部
長
様
、

新
潟
県
森
林
組
合
連
合
会　

小
田
常
務
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
栖
吉
町
の
土
田
徳
夫
様
よ
り

議
長
に
就
任
い
た
だ
き
、
組
合
の
提
案
議
案
は
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

緑
の
雇
用
研
修
の
受
け
入
れ

　

本
年
度
も
「
緑
の
雇
用
研
修
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
県
で
開
催
す
る
現
場

実
習
地
と
し
て
、
当
組
合
で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
、県
内
各
地
の
29
事
業
体
か
ら
総
勢

70
名
、林
業
に
関
す
る
様
々
な
講
習
を
約
６
ヶ
月
間

（
最
大
で
３
年
間
）に
亘
っ
て
受
講
し
て
い
ま
す
。当

組
合
か
ら
は
５
名
の
技
術
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

怪
我
を
し
な
い
為
に
は
…
ま
ず
は
正
し
い
目
立
て
か
ら
。

※
「
緑
の
雇
用
研
修
」
と
は
…

林
業
に
就
い
て
ま
も
な
い
新
規

就
業
者
を
対
象
に
、
必
要
な
資

格
、
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
的
に
林
野
庁
が
実
施
す
る
全

国
的
規
模
の
研
修
で
す
。
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職
員
の
声

職
員
の
声

事
業
部
販
売
加
工
課

　

副
場
長

�

金　
子　
康　
宏

　

平
成
14
年
か
ら
組
合
に
お
世
話
に
な
り
、
今
年
で
16
年
が
経

ち
ま
し
た
。
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
常
に
組
合
長
が
仰
っ
て
こ
ら
れ
た
職
員
同

士
の
「
和
」
と
い
う
も
の
に
助
け
ら
れ
支
え
ら
れ
て
き
た
お
蔭

だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
私
は
、
本
所
の
土
場
で
丸
太
の
選
木
、
仕
分
け
を
は
じ

め
と
し
た
販
売
加
工
の
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
何
年
経
っ

て
も
学
ぶ
こ
と
の
多
い
日
々
で
す
。
そ
ん
な
中
、
昨
年
に
は
土

場
が
拡
張
さ
れ
、
今
後
は
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
２
台
体
制
が
敷

か
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ

か
ら
組
合
が
目
指
す
姿
が
徐
々
に
形
に
な
っ
て
い
く
の
は
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
に
見
合
う
仕
事
量
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
任
を
感
じ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

企
画
管
理
部
指
導
管
理
課

　
（
小
国
事
業
所
兼
務
）書
記

田
　
中
　
さ
な
え

　
私
は
、
合
併
後
の
平
成
22
年
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
今
年
で

９
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
初
は
、
林
業
に
対
す
る
知
識
や
経
験
が
全
く
無
く
、
戸
惑

い
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
職
場
の
先
輩
方
を
は
じ
め
、
組

合
員
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
指
導
や
ご
協
力
に
助
け
ら
れ
た

こ
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
崩
落
の
被
害
が
増
加
し
て
お

り
、
山
林
の
荒
廃
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
森
林
組
合
の
果
た

す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
木
材
は
す
ぐ
に

出
荷
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
先
人
の
方
々
が
長
い
時
間
を
か

け
て
手
入
れ
を
行
い
は
じ
め
て
形
を
成
し
ま
す
。

　
そ
の
木
材
を
伐
採
し
、
使
い
、
植
林
す
る
と
い
う
循
環
さ
せ

て
い
く
環
境
作
り
に
微
力
で
す
が
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

「
二フ
タ
和ワ

の
大
桜
」

　
カ
ス
ミ
桜
は
、

長
岡
市
大
積
三

島
谷
町
の
古
道
、

石
原
坂
峠
付
近

に
あ
り
、
推
定

樹
齢
３
０
０
年

余
り
の
年
月
を
経
て
、
波
打
つ
よ
う
な
幹
は
周
囲
４
メ
ー

ト
ル
71
セ
ン
チ
あ
り
ま
す
。

　

カ
ス
ミ
桜
の
巨
木
は
大
変
珍
し
く
、
環
境
省
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
県
下
で
は
１
位
、
全
国
で
も
２
位

の
大
き
さ
を
誇
る
名
木
で
す
。
古
道
は
昭
和
35
年
の
県

道
23
号
線
地
蔵
ト
ン
ネ
ル
開
通
ま
で
浜
街
道
と
し
て
、

村
人
、
行
商
人
が
行
き
交
う
幹
線
道
路
で
し
た
。
眼
下

に
長
岡
市
街
、
東
山
連
山
、
守
門
、
粟
ヶ
岳
、
遠
く
に

越
後
三
山
を
眺
望
で
き
る
位
置
に
あ
り
、
目
安
桜
と
し

て
先
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
桜
で

す
。
樹
勢
は
旺
盛
で
、
４
月
下
旬
の
満
開
時
に
は
ほ
の

か
な
香
り
と
花
明
か
り
で
周
辺
が
一
気
に
華
や
ぎ
ま
す
。

寄稿　長岡市深沢町
� 木村富美男様
取材　池田副組合長

優
良
林
分
育
成
コ
ン
ク
ー
ル

優

秀

賞

受

賞

！

　

本
年
６
月
、
新
潟
県
林
業
改
良
協
会
中
越
支
部
総

会
が
開
催
さ
れ
、
同
会
場
で
県
内
の
林
業
功
労
者
へ
の

新
潟
県
優
良
林
分
育
成
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
組
合
員
の
出
雲
崎
町
柿
木
集
落　

代
表　

高
橋
重

仁
さ
ん
が
見
事

優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
集
約

化
施
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ま

れ
、
地
域
林
業

の
振
興
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
、

今
後
と
も
ご
指

導
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

三島郡出雲崎町柿木
柿木集落

代表　高橋 重仁 さん
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新
総
代
２
０
０
名
決
定
す
る

総
代
の
任
期
は
︑
平
成
30
年
７
月
１
日
よ
り
平
成
33
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
︒

◎
は
代
表
総
代
の
皆
様
で
す
︒︵
定
数
30
名
︶

長
岡
市
小
国
町
大
貝�

小
川
　
一
也

　 

　
〃
　
　 

三
桶�

富
沢
　
　
泉

　 

　
〃
　
　 

苔
野
島�

中
村
　
　
官

　 

　
〃
　
　 

原�

◎
宮
川
　
健
一

　 

　
〃
　
　 

森
光�

品
川
　
栄
一

　 

　
〃
　
　 

小
栗
山�

今
井
　
茂
喜

　
　 

〃
　
　 

小
栗
山�

◎
片
桐
　
三
郎

　
　 

〃
　
　 

諏
訪
井�

佐
藤
　
和
明

　
　 

〃
　
　 

太
郎
丸�

保
坂
　
栄
一

　
　 

〃
　
　 

太
郎
丸�

中
澤
　
昭
雄

　 

　
〃
　
　 

小
国
沢�

北
原
　
久
夫

　
　 

〃
　
　 

上
岩
田�

木
原
　
　
博

　
　 

〃
　
　 

法
末�

内
山
　
　
実

　
　 

〃
　
　 

楢
沢�

髙
橋
　
参
郎

　
　 

〃
　
　 

新
町�

◎
中
村
　
　
忠

　
　 

〃
　
　 

上
谷
内�

高
橋
　
茂
男

　
　 

〃
　
　 

二
本
柳 

長
谷
川
　
曻

　
　 

〃
　
　 

相
野
原�

田
中
　
　
勇

　
　 

〃
　
　 

相
野
原�

山
岸
　
義
夫

　
　 

〃
　
　 

法
坂�

◎
吉
野
　
　
均

　
　 

〃
　
　 

法
坂�

若
井
　
　
仁

　 

　
〃
　
　 

桐
沢�

青
柳
　
　
拓

見
附
市
田
井
町�

栗
林
　
守
正

　
〃
　
田
井
町�

清
水
三
代
次

　
〃
　
鳥
屋
脇
町�

岩
渕
　
忠
男

　
〃
　
熱
田
町�

生
田
　
浩
尉

　
〃
　
名
木
野
町�

稲
田
　
常
成

　
〃
　
名
木
野
町�

山
田
　
道
廣

　
〃
　
明
晶
町�

佐
野
　
　
厚

　
〃
　
下
新
町�

牛
膓
　
　
正

　
〃
　
漆
山
町�

菊
地
　
一
男

　
〃
　
石
地
町�

源
川
　
洋
太

　
〃
　
堀
溝
町�

◎
菅
井
　
　
昇

　
〃
　
小
栗
山
町�
鈴
木
　
正
明

三
条
市
高
安
寺�

◎
島
影
　
　
仁

　
〃
　
吉
野
屋�

梅
本
　
久
雄

長
岡
市
百
束
町�

井
上
　
昇
司

　
〃
　
鴉
个
島�

◎
矢
澤
　
栄
一

　
〃
　
栃
尾
大
野
町�

大
﨑
　
増
雄

　
〃
　
小
貫�

佐
野
　
公
明

　
〃
　
吉
水�

飯
浜
　
　
清

　
〃
　
下
樫
出�

関
根
　
清
栄

　
〃
　
下
塩�

◎
土
田
　
米
蔵

　
〃
　
人
面�

長
谷
川
謙
一

　
〃
　
滝
之
口�

佐
藤
忠
一
郎

　
〃
　
入
塩
川�

嘉
代
　
常
一

　
〃
　
山
葵
谷�

増
井
　
晴
夫

三
島
郡
出
雲
崎
町
川
西�

遠
藤
　
隆
一

　
〃
　
出
雲
崎
町
大
釜
谷�

髙
橋
　
英
貴

　
〃
　
出
雲
崎
町
別
ケ
谷�

◎
諏
訪
林
　
稔

　
〃
　
出
雲
崎
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Ｈ２７
事業完了当時

現　在

あの森林は今…  H２６‐２７年 FRONT８0 農林中金森林再生基金事業

ゆきぐに「越後長岡」林業再生プロジェクト 大積三島谷地区 利用伐採 ₁₇．00ha
あの大積三島谷の森林は、現在、陽の光が降り注ぎ、下層木類が生い茂る植生豊かな森林になっています。

皆様の地区でも「間伐の集約化団地をつくりませんか？」
  お気軽にご相談ください。　森林整備課

新たに3名の 「認定森林施業プランナー」 が誕生しました！

事業部森林整備課係長　笠原 元子
　本年、森林施業プランナーの認定をいただくことができました。
　研修中、山林を見学し講習を受けることができ、机上ではわからない事が多々ありました。
まだ知識も経験も不足しています。先輩プランナーをお手本にし、作業を行う職員の方々よ
り現場作業のことを教えていただきながら、山林が大切な財産となるために、お役に立てる
プランナーになれるよう頑張っていきたいと思います。

事業部森林整備課主任　松永 忠徳
　２年間に亘る研修及び試験を終え、この３月に「認定施業プランナー」の認定をいただき
ました。多くの地域では、戦後造成された人工林の多くが伐期を迎えております。豊富な森
林資源を活用する事業が各地で展開されており、木質資源の有効利用など、様々な取組が進
んでおります。地域に適切な施業を提案し、森林所有者である皆様と一緒に今後を見据え考
えていきたいと思っております。今後も皆様方からのご支援、ご協力をお願いいたします。

事業部森林整備課書記　濁川 富代
　事務職員の私が森林施業プランナーを目指すきっかけになったのは、勤続10年目の節目に
プランナー養成研修の話があり機会を与えていただいたことが始まりでした。最近では、実
際に山へ調査に入ることも増えてきました。自分の目で見て山を歩くことの大切さを感じて
います。まだまだ経験不足ではありますが、皆様の大切な山林を子孫へ託していけるよう組
合職員と力を合わせ日々仕事に励んでいきたいと思っております。

＊森林施業プランナーズ コラム＊
　昨冬期のスギ林の雪折れは近年まれに見る甚大な被害でした。春先からの森林保険被害調査を通じて
感じたことは…間伐実施林は被害が少なかったことです。未整備森林との被害の差は歴然で、改めて間
伐作業の重要性を実感しました。
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第3回チェンソーまつり

苗木・冬囲い資材は、
別紙をご覧ください。

商品は消費税込の価格となっております。
組合員以外の方は10％増となります。

表示以外の商品も多数ご用意
しておりますので、詳しくは
最寄りの森林組合事業所へお
気軽にお問い合せください。

ご注文は、
電話又はFAXで
お受けしております。

　　　　　　　　　　秋のうちに、原木を伐採しましょう。
きのこを栽培する原木の伐採計画をお持ちの方は、今が伐採最適期です。
同じ原木でも伐採時期と枯れ度合により、きのこ菌の廻り方が違います。

半枯れ状態の原木が最適です。
速く枯らすには？
伐採最適期は５分紅葉（黄色の葉に赤褐色の葉が少し混じる頃）の時
に伐採し、枝葉をそのままで約1ヵ月～1ヵ月半放置＝葉枯らしとなり
ます。

※機械のメンテナンスや効率の良い作業方法など山仕事のプロ集団
が親切・丁寧に対応いたします。

　なお、当日に限り　刈払機、チェンソーの無料点検を実施しま
　す。機械をお持ちの方は是非この機会にご持参ください。

当日ご来場された方に
焼き芋サービス！
お子様にお菓子の詰合せ
プレゼント！

平成３０年９月１日

最大

期間限定
Ｈ30.10月
 末まで
ご注文の方

ここがポイント！

長岡市与板地内　Ｈ３０年雪害出雲崎町地内　Ｈ３０年雪害

将来にわたって森の恵みを受け続けられるようお手伝いをさせていただきます。

１．水害　２．雪害　３．火災
４．風害　５．潮害　６．凍害
７．干害　８．噴火害

保険のお支払いの対象
となる８つの災害

いざという時の為に森林保険のご加入をお薦めします
平成30年の大雪により、被害申請2₇件で約₅00万円のお支払予定
台風や集中豪雨、火災など万が一の災害に備えることができます。

Ｑ．保険料の目安は？
Ａ．条件によって異なりますが、
一反あたり月額500円程度
です。

チェンソーまつり
開催日時

H３0年10月6日㈯
午後1時から午後3時まで

会　　場
中越よつば森林組合

本　所
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♨日帰り入浴施設 無料招待券
当組合では、長岡市指定管理事業としておぐに森林
公園の管理・運営を受託しております。

【お問合せ先】
長岡市小国町上岩田　おぐに森林公園 「養楽館」
（電話 ０２５８―９５―３１６１）

本券１枚で２名様まで無料で入浴できます。
有効期限 �平成30年₁0月末日まで  毎週水曜休館－皆様からのご意見・ご感想をおきかせください－

http://yotubaforest.info/

組合員の異動手続きについて
　組合員の加入要件等が変わった時は定款
で定める手続きをお願いします。

・組合員の住所が変わった時
・組合員の名義が変わった時
・組合員に加入する時
・組合員に脱退する時

　　※推進員を変わられた場合もお知らせ
願います。

中越よつば森林組合
本　　　　所　長岡市雲出町字前田4421番地

TEL 0258-21-4525　FAX 0258-21-4533
刈谷田事業所　見附市神保町218番地

TEL 0258-63-2451　FAX 0258-63-3048
小�国�事�業�所　長岡市小国町法坂793番地

TEL 0258-95-4147　FAX 0258-95-4132
三�島�事�業�所　長岡市小島谷字上の東506番地1

TEL 0258-74-2016　FAX 0258-74-2877
　　※小国事業所・三島事業所の窓口業務は、月・水・金曜

日の午後の営業となります。

「再造林モデル事業」 候補地募集のお知らせ
　循環林施業の確立に向けた試験施工を目的に、「再造林モデ
ル事業」を実施しています。伐採から植栽までの経費は、全額
組合が負担します。さらに、生産木材の引取りにより最大３０万
円/haを森林所有者様へお支払いいたします｡
　詳しくは、応募条件をご確認のうえ、最寄り事業所へお電話
にてご応募ください。

＜応募条件＞
※組合独自のモデル事業の為、実施市町村及び対象条件が限定されますことをご理解願います。
注）下記の条件をすべて満たしているものに限ります。不明な点は、組合までお問い合せください。
〇対 象 森 林：森林所在地が長岡市､見附市､出雲崎町であり且つ森林所有者が森林組合員であること。
〇実施条件１：概ね50年生以上のスギ人工林で1ha程度の纏まりがある森林であること。（複数名可）
〇実施条件２：植栽樹種はスギ以外の広葉樹も可。但し、伐採範囲の全面積に植栽が可能であること。
〇実施条件３：林内に森林作業道（林業機械による木材搬出道路）の設置の了解が得られること。
〇応募締切り：平成３０年１０月５日（金）予算に限りがある為、厳正なる現地審査により決定します。

編編 集集 後後 記記
　去る５月30日に第９回通常総代会が開催され、総代多数ご出席の中、平成29年度

事業実績及び平成30年度事業計画を含む議案を可決、承認いただきました。健全経

営と地域に貢献できる森林組合を目指して務めて参ります。

　任期満了により、総代選挙が執行され、定数200名の新たな総代の皆様が各地域

より選出されました。３年間の任期となりますが、組合運営にご助力賜りますよう宜しくお願いいたします。

　また、本年３月に、組合運営の指針となる「第３期中期経営計画」を策定しました。森林組合が林業再生に向け真

剣に取り組み、地域活性へ向け役割を果たしてまいります。

　“森の恵みに感謝し、地域環境保全のため、豊かな森林を未来に引き継ごう。”役職員一同努力して参ります。組合

員各位のお力添えをお願い申し上げます。� （八木理事　記）


